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はじめに

　ニホンザル（Macaca fuscata, 以下サル）は雑食性の霊

長類で，その食物レパートリーは非常に広い。たとえば，

辻ら（2011, 2012）は全国のサルの食性資料を整理し，

合計 1,154 の品目を記載した。サルの主要食物は果実や

葉などの植物質だが，動物類もよく利用する。内容と

して，昆虫類をはじめとする節足動物，貝類などの無

脊椎動物に加え，鳥類，爬虫類，両生類，魚類といっ

た脊椎動物が含まれる。

　サルの食性には地域差がみられる。とくに，動物類

の採食には顕著な地域性が見られることが，古くから

指摘されてきた（河合 , 1964）。食性の地域差は，生息

環境（Tsuji et al., 2015）・遺伝学的基盤（Suzuki et al., 
2010）と関連すると考えられ，また行動の文化的側面

からも興味深いトピックだが（辻ら , 2012），その検証

のために必要なデータの蓄積は十分とはいいがたい。

　われわれは今回，青森県西津軽郡深浦町の十二湖で

野 生 の サ ル に よ る モ リ ア オ ガ エ ル（Rhacophorus 
arboreus）の泡巣の採食行動を観察し，その様子を写真

に収めることに成功した。モリアオガエルは本州と佐

渡に生息する日本固有種で，樹上に泡巣をつくって一

雌多雄で放卵放精する習性がある（加藤，1956; 前田・

松井，1989）。本種の産卵時期は 5 月上旬 -7 月上旬であ

る（加藤 , 1956; 前田・松井，1989）。卵を包む泡は卵の

乾燥を防ぐとともに，孵化した幼生に栄養を供給する

（Kusano et al., 2006）。モリアオガエルの卵・幼生の捕食

者としてはアカハライモリ（Cynops pyrrhogaster）が知

られているが（Ihara et al., 2014），サルによる捕食はこ

れまで報告がなかった。本観察は，ニホンザルの新し

い食物についての貴重な記録と考えられるので，本誌

にその詳細を報告する。
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図 1 a）白神山地周辺の地図。白神山地を点線，世界遺産登録

地域は網掛け部分，モリアオガエルの泡巣の採食を観察し

た十二湖を黒丸でそれぞれ示す。b）サルの写真を撮影し

た長池。
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観察地

　十二湖（40° 33’12.9’’N, 139° 58’51.9’’E）は，

世界自然遺産白神山地の北西部，深浦町にある（図

1a）。十二湖は江戸時代の宝永元年（1704 年）にこの地

を襲った大地震によって沢がせき止められ，地盤が陥

没して形成された。じっさいには 33 の湖沼群から構成

されるが，小さな池は森の中に隠れ，周囲の山からは

大きな 12 の池だけが見えることからこの名がある（青

森県深浦町，2016）。十二湖周辺の標高は海抜 150-200 
m で， ブ ナ（Fagus crenata）， カ ツ ラ（Cercidiphyllum 
japonicum），トチノキ（Aesculus turbinata），ミズナラ

（Quercus crispula），サワグルミ（Pterocarya rhoifolia）
などの高木が優先する広葉樹林である（原田勇成氏，

私信）。十二湖地域には，複数の群れのサルが行動圏を

構えている。他の哺乳類としてニホンカモシカ

（Capricornis crispus），ニホンリス（Squirres lis），トウ

ホクノウサギ（Lepus brachyurus angustidens），ニホンア

ナグマ（Meles anakuma）が生息している（青森県，

2004）。モリアオガエルは，33 のうち 15-20 の湖沼で産

卵することがわかっている（原田勇成氏，私信）。今回

サルによるモリアオガエルの泡巣の採食を確認した長

池は，上記の 12 の池のひとつである（図 1b）。

観察時の状況

　2013 年 7 月 1 日，井上は長池のほとりで対岸を向こ

うから歩いてくるサルの姿に気づいた。正確な時間は

記録していないが，この時期の日没時間から推定して，

午後 5 時過ぎ頃と思われる。周囲に他個体がいなかっ

たこと，睾丸が見えたことから，姿を現した個体は離

れオスと推定したが，大きく広がった群れの周辺部に

いたオスという可能性も否定できない。池を挟んだ井

上とサルの距離は，約30 mだった。この個体は，池に沿っ

て歩きながら，そばにあったモリアオガエルの泡巣を

枝ごともぎ取って採食し始めた（図 2）。サルの周囲に

他の泡巣は見当たらなかった。食べ終わると，このサ

ルはいったん藪の中に姿を消したが，すぐまた大きな

倒木の上に新しい泡巣を枝ごともって現れ，再び採食

し始めた（図 3）。このときもサルの周囲に他の泡巣は

見当たらなかった。2 回目の採食は，1 回目から 20 m
ほど離れた場所で行われた。1 回目，2 回目に採食した

泡巣はいずれも表面が白く，泡の一部がサルの手にま

とわりついていたため，産卵直後のものだと考えられ

た。したがって，サルが採食したのは幼生ではなく卵

の可能性が高い。サルは，卵を包む泡をちぎったり伸

ばしたりするなど時間をかけて採食した。手や口につ

いたぬめりを取るような行動はみられなかった。2 回目

の採食が終わると，この個体はゆっくりと周囲を見渡

したのち，森の中に歩き去っていった。2 回の採食行動

の継続時間は，約 5－ 6分だった。

図 2 一回目に観察した，サルによるモリアオガエルの泡巣採食。

手にした泡巣にそのまま口をつける。使用レンズ：600 
mm・カメラで 1.5 倍＝ 900 mm 相当（撮影：井上）。

図 3	 二回目に観察した，サルによるモリアオガエルの泡巣採食。

a）枝を折って泡巣を手にする。b）泡巣を手で引き延ばす。

使用レンズ：600 mm・カメラで 1.5 倍＝ 900 mm 相当（撮影：

井上）。
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考察

　野生のサルによる両生類の採食事例としては，宮城

県金華山でタゴガエル（Rana tagoi）（金森・安藤，

2002; Tsuji & Takatsuki, 2012）の成体，鹿児島県屋久島

でタゴガエルとニホンアマガエル（Hyla japonica）の成

体（Suzuki et al., 1990; 松原 , 1999）の捕食事例があるが，

卵の採食に関しては，青森県下北半島でヤマアカガエ

ル（R. ornativentris）の卵の採食が報告されているのみ

であり（中山・松岡，1999），樹上性のカエルの泡巣を

採食したという事例は，本報告が初めてである。下北

のサル調査会の松岡史朗氏によると，下北半島でも最

近，サルによるモリアオガエルの泡巣採食が観察され

たということである（私信）。サルとモリアオガエルは

いずれも本州に広く分布し，また両者の研究は数多く

行われてきたが，サルによる泡巣の採食が，青森県で

のみ観察されたという点は興味深い。

　夏は果実の端境期にあたり，冷温帯のサルにとって

この時期の食物環境は冬についで悪い（Nakagawa, 1997; 
Tsuji et al., 2008）。そのためサルは長距離の移動を行い，

行動圏内に散在する食物を獲得する戦略を採る（Tsuji, 
2010）。モリアオガエルの産卵期は，5 月上旬から 7 月

上旬で（Kusano et al., 2005），サルの食物の欠乏時期と

一部が重複する。ゆえに，食物不足の状態にあるサルが，

池のほとりで見つけた泡巣を日和見的に利用した可能

性は高い。モリアオガエルの泡巣は栄養価に富むこと

がわかっており（Kusano et al., 2006），ある程度の量の

採食は，この時期のサルの栄養状態に影響する可能性

がある。ただし，今回は 1 頭の採食を観察したのみで

あり，この行動がこの地域の他の個体でも見られるか

どうか，確認が必要である。

　モリアオガエルの泡巣の採食が青森県でのみ見られ

る行動だとすると，動物食の地域差を考える際の，良

いモデルケースになる。今後，各地のサル研究者に呼

びかけて他地域の情報を収集する必要がある。本研究

はまた，モリアオガエルの死亡にサルが関与し得るこ

とを指摘した。霊長類の研究者と両生類の研究者が協

力して情報収集をすすめていけば，被食－捕食を通じ

た両者の関係が明らかになると期待される。
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Summary 

A Case Report of Feeding on an Egg Mass of the Japanese Treefrog (Rhacophorus 
arboreus) by a Wild Japanese Macaque (Macaca fuscata)
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We observed a male Japanese macaque (Macaca fuscata) feeding on a foam nest of the Japanese tree frog (Rhacophorus arboreus). 
On 1st July 2013, an adult male (perhaps a solitary individual) fed on an egg mass twice at approximately 17:00 at Juni-ko lakes 
(Nagaike Pond), Shirakami Mountains. The monkey tore the egg mass apart by hand and ingested it without removing the foam, which 
is different from the more typical response to feeding on sticky items, such as snails and gum. This is the first case report of feeding on 
the egg mass of tree frogs by Japanese macaques.

Key words: Macaca fuscata, Rhacophorus arboreus, Shirakami Mountains


